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（740）1167

　人は集団で生きています。いじめはその集団の中で起きま
す。もちろん、貧相ないじめが生じる背景には、いじめる側
の人間の品性の問題もありますが、それよりも大事なのは、
その集団の場の持つ品性ではないでしょうか。
　学校は子どもたちにとって「学ぶ場」であると同時に、「生
活の場」であるはずです。しかし、今学校を「生活の場」と
して捉える意識が、学校の側にも子どもの側にもずいぶん希
薄であるように見えます。実際、学校では自分の所属する集
団を自分の意思で選ぶことができません。
　学校制度が始まって以来、子どもが所属する学級は学校側
から決められてきましたし、子どもは転校でもしないかぎり、
与えられた学級から抜け出すことはできません。学級集団の
この「閉鎖性」が、実はいじめを深刻なものにする大きな要
因になっています。
　いじめを受けたとき、その集団から抜け出すことができれ
ば、それでいじめは終わります。しかし、学校は制度として
学級集団を閉鎖的に組織してきたために、いじめの場となっ
た仲間集団から抜け出しても、その母体となる学級集団から
抜け出すことはできません。自死に至る深刻ないじめは、そ
うした閉鎖された学級の中で生じるのです。
　いじめ防止対策推進法は、いじめの原因をいじめる子ども
の側の規範意識の欠如にあるかのように見て、その早期の発
見、摘発、指導にばかり目を向けてきましたが、問題の根は
むしろ学校という集団の場の質にあることを、改めて確認す
る必要があるのではないかと、私は思っています。
（前川西市子どもの人権オンブズパーソン　浜田寿美男）

学校や学級の持つ歴史的特性から
子どもたちの「今」を考える

いじめの生じる集団の閉鎖性

事例　見たかった演劇のチケットをインターネットで探して
いたら、チケット売買仲介サイトで販売されているのを見つ
けた。「チケットが不要になった人や買えなかった人をサポー
ト。買い手からチケット代金を預かり、チケットが買い手に
到着してから売り手に代金を支払うシステムなので安心」と
書いてあり、チケット代を振り込んだ。公演日が近かったの
で、当日会場で直接チケットを受け取る約束をした。当日、
相手は現れずチケットは受け取れなかった。サイトにメール
で連絡すると、数日後「会員フォームからの商品未着報告が
なかったのでチケット代は相手に支払いました。返金交渉は
相手と直接してください」と通知があった。（60 歳代　女性）

　相談者はチケット売買仲介サイトを通しての購入なので安
心だと思ったようですが、サイトは売買の仲介をするだけで、
見知らぬ相手と取り引きをする事に変わりありません。他に
も、ファンが集まるサイトで「チケットを譲ります」という
書き込みを見つけて代金を相手口座に振り込んだ途端、連絡
が取れなくなったといった相談や、「偽物のチケットが届い
た」「チケットは届いたけれど転売禁止だったため入場を断
られた」などのトラブルもあります。
　ネット上の見知らぬ相手との取り引きは大きなリスクを伴
います。相手のメールアドレスや携帯電話の番号だけでなく、
住所や固定電話番号などを確かめて身元を確認できるように
しておきましょう。ほとんどの場合が代金先払いとなってい
るので、これをしておけば絶対安全という対策はありません。
取り引きを行うかどうかは慎重に検討しましょう。

見知らぬ相手との取り引きは
トラブル発生リスクが伴う

ネット上のチケット売買に注意！

人権啓発シリーズ

食と育つ

レシピ　川西消費者の会

●材料　４人分
サツマイモ　
レーズン
ヨーグルト
マヨネーズ（なくても可）
塩
コショウ

熱量（おとな１人分）：105㌔㌍、塩分：0.2㌘
●作り方
➊ピーラーでサツマイモの皮を縦に３・４カ所むく。
➋①を厚さ１㌢程度のくし形に切り、水にさらす。
➌水を切った②を耐熱容器に入れてラップし、電子レンジで
５・６分加熱する。
➍③をつぶし、レーズンと混ぜ合わせる。
➎④に残りの材料を全て加え、あえる。
ポイント
イモの種類によって、牛乳や乳酸飲料の原液でのばしてもお
いしく作れます。コロッケの種などにもアレンジが可能。

旬の味覚を使ったポテトサラダ

さつまいもとレーズンのサラダ

保健センター
（758）4721

おとなも子どもも
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中１本
10㌘

大さじ１
大さじ１
少々
少々

child-raising楽しい気持ちで子育てが
できるよう支える

各小学校区に１人配置の主任児童委員
地域の児童問題に取り組む

学び育つ こども・若者ステーション
（740）1248

主任児童委員　中江眞理さん
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